
1

2010年3月期 決算説明

2010年5月11日
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＜本日の内容＞

１．2010年3月期（2009年度）決算概要

２．2011年3月期（2010年度）業績見通し

３．経営戦略 －今後の方向性－
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１．2010年3月期（2009年度）
決算概要
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■売上数量

上期の飲料用缶材の減、店売り及びＩＴ関連向けの回復遅れ

などにより、前年同期比約5％減

⇒ 但し、売上数量；上期 → 下期は約14％増と、全分野で回復

■営業利益

燃料・副原料価格安定 （+37億円）

経費削減効果（緊急施策を含む） （+24億円）

08/下 相場急落による地金ポジション悪化影響の残り

（▲46億円）

■当期純利益

繰延税金資産の回収可能性の見直し （+27億円）

2009年度 決算のポイント
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2009年度業績（対前年度）
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2009年度 品種別売上数量比較（対前年度）

その他

Ｌ Ｎ Ｇ 41.7512

93.5115123
一 般
内 需

407

2

34

370

57

30

36

112

08年度

95.3388総 合 計

100.02鋳 鍛 計

94.132押 出 計

95.9355計

121.169輸 出

70.021

厚

板類

91.733箔 地板

100.9113缶 材

前年同期比09年度品 種

（単位：千トン）

09年度売上数量増減内訳（対前年度▲19千t）09年度売上数量増減内訳（対前年度▲19千t）

缶材

+1 箔地

▲3一般内需

▲8
その他厚板

▲9

輸出

+12

押出・
鋳鍛

▲2

08年度

407千t
09年度

388千t

ＬＮＧ

▲7



7

数量推移 （2005年度～2009年度）
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連結営業利益分析 （08年度→09年度）
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貸借対照表（連結）
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連結主要経営指標

29.5％28.4％自己資本比率

▲1.3％▲17.7％R O E

1.3 1.2D / E レシオ

0.4％

08年度

0.3％売上高営業利益率

09年度

（ご参考）

自己資本比率＝〔純資産（期末）－少数株主持分〕／総資産（期末）

ＲＯＥ＝当期純損益／[純資産（期末平均）－少数株主持分（期末平均）]

Ｄ/Ｅレシオ＝有利子負債残高（期末）／[純資産（期末）－少数株主持分（期末）]



11

２．2011年3月期（2010年度）

業績見通し
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■ 2010年度の見通し

・景気の緩やかな回復とともに、全般的に売上数量も回復すると

想定

・但し、マーケット全般に不透明感は依然残る

・中国をはじめとする成長著しい海外マーケットへの対応強化

2010年度 業績見通しのポイント



13

140

180

220

260

300

340

380

420

07
/4

07
/7

07
/1

0

08
/1

08
/4

08
/7

08
/1

0

09
/1

09
/4

09
/7

09
/1

0

10
/1

10
/4

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

日経平均 基準地金 LME

アルミ地金日経平均、基準地金、LME推移

（円） （＄）



14

2010年度業績見通し
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2010年度 品種別売上数量見通し
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連結営業利益分析 （09年度→10年度見通し）

2009年度→2010年度連結営業利益予想 増減内訳（対前年＋74億円）2009年度→2010年度連結営業利益予想 増減内訳（対前年＋74億円）
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３．経営戦略

－今後の方向性－
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①売上数量の拡大
（2010→2012年度 +42千ﾄﾝ）

国内－全需要分野でのさらなる回復の見込み

海外－中国はじめ成長著しい海外マーケットへの対応強化

缶材、印刷板、自動車熱交材等得意分野を積極展開

②構造改革、原価低減努力の推進
（2010→2012年度 ； 約26億円）

・板事業構造改革の実施 ‥ 日光工場上流工程の休止、カラーアルミ事業の改革

2012年度 効果顕現 9億円

・工場集約（前中期計画）によるコストダウン効果の実現

・原価低減努力 17億円

319 323
361

69 82

86
388千ﾄﾝ 405千ﾄﾝ

447千ﾄﾝ

09年度 10年度見通し 12年度見通し

内需

輸出
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③新マーケットへの事業展開

＜電池分野（LIB）＞

■車載用LIB向 集電体用箔、外装用箔の拡販、および

高性能次世代製品開発による事業展開の拡大

日本製箔㈱完全子会社化により、箔地～箔製品

までの一貫した製品開発、製造技術体制の構築

＜電気自動車（EV）＞

■技術シーズからの新製品開発、新規用途開拓の推進

EVのユニット（バッテリー、モーター、インバーター、
エアコン等）関連部材の製品開発、用途開発を強化
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＜中国 乳源・陽之光の強化＞
■技術協力の強化により、マーケットシェア拡大、および企業価

値を向上。当社からの技術供与により、自動車熱交換器用材
料生産に着手、中国内外の顧客向けに販売を開始予定

＜タイ国に100％出資のコイルセンター設立＞
■FURUKAWA-SKY ALUMINUM（THAILAND）CO.,LTD．

今後さらなる伸びが期待される東南アジア・インド
地域の自動車関連需要に対応

＜営業拠点の整備＞
■グローバルマーケット拡大に応じ、中国・欧州等で情報収集、営業活動の

ための拠点設置

④グローバル展開－ 1
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ＦＳＴＨ（タイ）

・自動車熱交材（板）
スリッター事業

チョイル（韓国）

・自動車熱交材（板）
業務提携

ブリッジノース（英国）

・印刷板製造

乳源・陽之光（中国・広

東）

・自動車熱交材（板）
・印刷板
・コンデンサー箔

ＡＦＳＥＬ（ギリシア）

・自動車熱交材（板）販売
・エルバルへの技術供与

営業拠点
（新設検討）

ＦＩＡ（インドネシア）

・自動車熱交材（押出）
製造・販売

ＦＳＡＴ（中国・天津）

・自動車熱交材（押出）
製造・販売

深谷工場

・厚板グローバル供給

板事業

押出事業

鋳鍛事業

営業拠点

④グローバル展開 － 2

福井工場

・缶材グローバル供給

ＦＳＶ（ベトナム）

・コンプレッサーホイール
製造
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■ 将来情報についての注意事項
この資料に記載されております売上高及び利益等の計画のうち、過去または現在の事実に関するもの以

外は、当社グループの各事業に関する業界の動向についての見通しを含む経済状況、ならびに為替レート
の変動その他の業績に影響を与える要因について、現時点で入手可能な情報をもとにした当社グループの
仮定及び判断に基づく見通しを前提としております。

これら将来予想に関する記述は、既知または未知のリスク及び不確実性が内在しており、実際の売上高及
び利益等と、この資料に記載されております計画とは今後様々な要因によりこれらの業績見通しとは大きく異
なる場合があり、確約や保証を与えるものではないことをご承知おき下さい。また、本資料は投資勧誘の目
的のための資料ではありません。

■著作権等について
この資料のいかなる部分についてもその著作権その他一切の権利は、古河スカイ株式会社に帰属してお

り、あらゆる方法を問わず、無断で複製または転用することを禁止します。

■本資料ならびにＩＲ関係の問い合わせにつきましては、下記までお願いいたします。

広報・IR室 ＴＥＬ：03-5295-3800 FAX：03-5295-3760

ホームページ：http://www.furukawa-sky.co.jp
（東証１部 コード番号：5741）


